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ここから、佐渡島の金山の話です。鉱山の歴史を見ると、３つくらいの画期があります。
奈良・平安時代の８・９世紀、戦国・江戸時代の16・17世紀、明治時代の19世紀です。
どの時代も、国家的な政策によって大規模な鉱山開発が行われました。８・９世紀は、
大仏を作るために陸奥国から金が産出されました。

(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁
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16・17世紀は佐渡、石見、山形の延沢、山梨の甲斐、兵庫の多田など。それから明治
ということになります。

(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



佐渡はこれまで20年近く、本当に多くの人が調査に携わってきました。これは地道な調
査の積み重ねで、この結果、佐渡の世界遺産としての価値が証明されてきています。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



佐渡金銀山の特徴としては、まず巨大だということ。世界遺産の対象となる遺跡だけで
約740ヘクタールにのぼります。これはかなり広大です。そして、経営された期間が長
期にわたるということ。平安時代から数えれば1000年、盛んに採掘されてからも400年
から500年です。さらには、生産量が膨大であるということ。17世紀では世界最大級で
した。

また、佐渡にはいろいろな資料が残っています。鉱山で行われた作業というのは非常
に分かりづらいのですが、絵図が豊富に残っていることで、当時の様子がよく分かりま
す。それから、世界の金がどれくらい産出され、日本はどのくらいそれに寄与したかと
いうのは、少なめに見積もっても17世紀までは世界の産出量の２割から３割を占めて
いたとされます。銀は、日本各地にありますが、国内の産出の大半は佐渡であります。
金と銀は日本の中で、佐渡が圧倒的です。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



遺跡も空撮でないと全体が分からないほど広大です。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



山の中には、当時開かれた鉱山町の風景が残っています。地元では前から知られて
いたのですが、行政が認識したのは、1988年の県の調査のときでした。当時、江戸時
代のものを遺跡として扱うかどうかについては議論があったくらいです。今から思えば
ずいぶん陳腐な議論をしていたかもしれませんが、当時の遺跡に対する時代感という
ものは、江戸時代のもの、さらには明治以降のものは、非常に新しいもので、文化財と
して扱ってよいものかどうか論争があったということです。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



奉行所もかなり力を入れて復元されていまして、その地下からは貴重な遺物が見つか
っています。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁
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奉行所跡敷地南西隅の精錬炉跡群。29基の竃が出土（長竃1基、丸竃6基、中仕切竃
14基、形態不明竃8基）。

(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁
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明治以降の近代の遺跡はかなり新しいものですが、現代から見れば極めて重要な遺
跡です。ただ、こういう新しいものを遺跡として認識できたのは、それほど昔ではないの
だということです。

(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



改めて、歴史的に金山の時代がどういうものだったかをご説明します。

我々はよく、歴史を原始、古代、中世、近世、近代、現代と大きく区分します。1600年頃
からを近世といいます。明治維新から終戦までの間を近代、それ以降を現代と呼びま
す。この中で日本社会が大きく変わってきて、それにはいくつかの段階があるのですが
、私は、現代から見ると現在の地域社会の基本ができたのは、一番大きな画期は1600
年前後と考えています。織田信長、豊臣秀吉の政権ができて、徳川幕府ができるまで
の頃です。佐渡金銀山は、ちょうどその50年ほど前から、本格的な開発が始まってい
ますから、だいたいここに一致します。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



この変化を日本地図で見ると、250年頃から1300年以上続いた都は近畿地方にありま
した。奈良や京都です。邪馬台国がどの辺かという議論はありますが。都が近畿から
江戸に移ったという変化は、かなり大きなものです。1600年前後に江戸幕府が開かれ
、政治と経済の中心が移りました。ここから現代につながる地域社会は大きく変化して
いくのですが、考古学を専門とする人間からすると、この変化を何で感じるかというと、
焼き物なのです。かつては、京都の周辺地域でたくさん作られて、そこから放射状に流
通していきました。1600年前後になると、佐賀や長崎で陶磁器の生産が始まります。
技術は朝鮮半島から来るのですが、ここで作られた焼き物が全国に流通していきます
。首都の移動というのは単なる移動ではなく、政治や経済を根底から変える動きなの
ですね。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



地方都市も、県庁所在地の７割は、この時期の城下町が由来です。高田も城下町です
ね。

高田城も、地元の人であれば、昔の地図と今の地図との対応関係が分かるかと思い
ます。それは、江戸時代にできた城下町が現代までずっとつながっている結果です。

今の東京の町も、基本的にこの江戸城の城下町によってできています。私はお茶の水
の風景が好きなのですが、江戸城の外堀や城壁が見られます。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



実は、こうして1600年頃にできた地域社会が、今、大きく変動しています。そこに文化
財の問題も生じています。町が続いていると、いろいろな文化財が残っています。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



京都には、世界無形文化遺産の祇園祭があって、これは500年近く続いていますが、こ
れは町が存在するから維持されているわけです。祭だけでなく建物や芸能も、町が衰
退すると途絶えてしまいます。今、全国でシャッター街のような問題が起きていますよ
ね。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



ここ20年ほどの文化財政策を見ますと、石見の紹介でも触れましたが、1975年に伝統
的建造物保存地区という制度ができました。これによって、白川郷や妻籠宿が文化財
になりました。

その後、新しい文化財をどのように守っていくかという議論がなされ、明治以降の建物
も保護していこうという動きが1990年代から始まります。それから、世界遺産の動きに
影響も受け、文化的景観の制度が2005年にできました。それから、2007年には歴史文
化基本構想というものを文化庁が打ち出しました。さまざまな文化財が地域社会にあ
るから、指定されているものもされていないものも文化財としてきちんと認識して、それ
をどう守っていくか考えましょうということを提唱したのです。それと同時に国交省と文
化庁が一緒になって、歴史まちづくり法というものを作ります。そして、2018年の文化財
保護法の改正が行われたということです。現代の地域社会に息づく、近世以来の多様
な文化財の保存活用を目指すというのがこの制度ですが、このように、様々な施策が
打ち出されています。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



こうした文化財には、住民の生活とともにあるという特徴があります。住民が生活して
いる町や村の中にありますから、その保護は、地域住民と一体となった活動が重要で
す。近年の世界遺産の取組は、ここに重なるわけです。冒頭に申し上げた、文化財保
護における三位一体の取組というのは、専門家は様々な観点から学術的な支援をし、
行政は制度的、財政的な支援をし、住民・市民こそが文化財継承の主体であると。住
民・市民には、市民ボランティアだけでなく、企業や各種団体も含んでいて、その広が
りがかなりできてきています。佐渡もいろいろな企業団体から支援を受けていて、これ
は大変喜ばしいことです。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



10月下旬に、久々に佐渡の相川を訪れました。重要文化的景観に選定されている京
町通りが、とてもきれいに整備されていました。私が最初に訪ねた13年前は、どこか寂
れた感じがありましたが、今は生きている、あたたかい町だと感じます。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



佐渡の活動の写真を見ると、住民の草刈りやボランティアガイドの人たちの取組に加
えて大変うれしいのは、新聞にも出ていましたが、子どもサミットのように、子どもたち
が世界遺産を学んで将来を担うということです。最近は持続可能というのがキーワード
になっていますが、私は文化財の制度そのものも大事だと思いますが、そこに一体と
なる地域の方々の営みや、将来を担う子どもたちを大事にしていくことが、持続可能と
いう観点からも重要だと思います。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



北沢浮遊選鉱場では、夜になるときれいにライトアップされます。今までは文化財は教
育的な観点から見られていましたが、文化観光の素材というような見方もされています
。多くの方に関心をもっていただきたいと思います。

また、さまざまな人に文化財が受け止められている中で、近年、大変大きな盛り上がり
を見せているのが、女性と若者です。学生と11年間過ごした中で思うのですが、アニメ
などに非常に関心があって、そこから刀剣などすごく人気があります。あとは前方後円
墳がかわいいとか見る方もいます。女性や若者に関心をもってもらえるというのが、自
分たちの伝えてきた伝統的な文化がこれからもつながっていくということを期待できま
す。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁



最後のまとめです。世界遺産を目指してこれまで継続してきた調査研究により、佐渡
金銀山の歴史を解き明かし、その文化財の保存活用を精力的に実施してきました。学
術的・行政的な成果は非常に大きいものがあります。そして、その過程で地域の人々
が、これまでこの地に生きた人々が積み重ねた営みに慈しみの念を抱き、我が町を見
直すことができるようになったと思います。現代の地域社会には、どこも佐渡金銀山の
時代から続く、生きた文化財が多くあります。行政、専門家、住民・市民が一体となり、
地域の文化財を慈しみ、我が町を育んでいきたいと思います。

かつて、私が携わってきた文化財行政とはかなり状況が変わってきています。今の地
域社会に生きる文化財をどのように活用し守っていくかということについては、市民の
皆様の力が最も大きく、期待されるのだということを申し上げて、本日の講演を終わり
にしたいと思います。ありがとうございました。
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(c)坂井秀弥 無断転載・複製厳禁


